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ずる最小ひずみの大きさ) のばらつきは大体正規分布をなすものと考えられ, そ の変動係数










実 験 の 方 法 と結 果
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き裂密度につい て求 めた それ らを























は平均値の大小に無関係で あ る とい
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を可能にするために (5)式および (6)式を図示したのが Fig.3である｡また同図には参考
のために式 (5′)および (6′)式を併記した｡図において,たとえば (6)式の場合であれば,
き裂密度 (幅)の測定数が20個であれば,それから求められたひずみの算術平均の上下5.5%
の範囲内に真のひずみの値があると考えることができる (国中の矢印参照)｡
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